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限
り
こ
れ
ま
で
論
文
化
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

今
回
、
主
催
者
で
あ
る
ホ
リ
プ
ロ
の
協
力
で
舞
台
関
係
者
の
み
に
配
布
さ
れ

た
台
本
を
閲
覧
で
き
た
（
稿
末
画
像
）。
ま
た
、
台
本
の
翻
訳
者
・
平
塚
隼
介

氏
（
以
下
敬
称
略
）
の
協
力
に
よ
り
、
舞
台
原
作
者F

R
A

N
K

 G
A

L
A

T
I

の

台
本
フ
ァ
イ
ル
（
英
語
）
を
閲
覧
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
本
稿
は
、
原
作
と
二

つ
の
台
本
と
の
比
較
か
ら
、舞
台
「
海
辺
の
カ
フ
カ
」
が
原
作
を
凌
駕
す
る
「
戦

争
」
表
象
が
な
さ
れ
て
い
る
点
、
言
い
換
え
れ
ば
優
れ
た
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
ハ
ッ
チ
オ
ン
「
他
者
の
手
に
よ
る
も
の
と
確
認
で
き
る
単
一
も
し
く
は
複
数

の
作
品
を
創
造
的
お
よ
び
解
釈
的
に
置
き
換
え
る
作
業
」
）
2
（

）
の
有
り
様
を
述
べ

る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
舞
台
で
は
原
作
の
ナ
カ
タ
章
の
結
末

の
削
除
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
面
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
結
末
の
削

除
が
別
の
解
釈
の
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
ア
ダ
プ

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
る
文
学
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

は
じ
め
に

舞
台
「
海
辺
の
カ
フ
カ
」
は
、二
〇
一
二
年
に
蜷
川
幸
雄
氏
（
以
下
敬
称
略
）

に
よ
っ
て
舞
台
化
さ
れ
、
好
評
を
博
し
た
作
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
に
再
演
さ

れ
、
二
〇
一
五
年
に
は
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ソ

ウ
ル
な
ど
で
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
た
。
二
〇
一
六
年
に
蜷
川
は
逝
去
す

る
が
本
作
へ
の
関
心
は
高
く
、
二
〇
一
九
年
二
月
に
日
仏
友
好
一
六
〇
年
を
記

念
し
て
開
催
さ
れ
た
日
本
文
化
の
祭
典
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
二
〇
一
八
」（
国
際

交
流
基
金
）
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
演
目
と
し
て
、
国
際
コ
リ
ー
ヌ
劇
場
で
招

待
講
演
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
パ
リ
凱
旋
公
演
と
し
て
二
〇
一
九
年
五
〜
六
月

に
日
本
公
演
が
行
わ
れ
、
蜷
川
演
出
の
「
海
辺
の
カ
フ
カ
」
が
見
ら
れ
る
ラ
ス

ト
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
評
判
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
国
内
外
で
高
い
評
価
を
受

け
て
き
た
本
作
で
あ
る
が
、
脚
本
が
出
版
さ
れ
て
お
ら
ず
、
舞
台
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化

も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
基
本
的
に
劇
場
以
外
で
見
る
こ
と
は
難
し
く
、）

1
（

管
見
の

山

　

根

　

由

美

恵

︱ 

舞
台
「
海
辺
の
カ
フ
カ
」
に
お
け
る
「
戦
争
」
表
象 

︱

舞
台
が
原
作
を
凌
駕
す
る
と
き
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じ
ま
る
前
に
「
海
辺
の
カ
フ
カ
」の
歌
詞
が
あ
る
の
が
舞
台
版
の
特
徴
で
あ
る
。

本
作
の
演
出
で
最
も
斬
新
な
の
は
、
全
て
の
セ
ッ
ト
が
大
小
様
々
な
ア
ク
リ

ル
ケ
ー
ス
に
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
黒
子
に
よ
っ
て
縦
横
無
尽
に
動
か
さ
れ
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
蜷
川
は
、
村
上
文
学
お
よ
び
「
海
辺
の
カ
フ
カ
」
を
現

代
の
デ
ィ
テ
ー
ル
と
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
よ
う
な
古
典
的
な
物
語
が
同
時
存
在
す

る
テ
ク
ス
ト
と
捉
え
、そ
の
二
重
性
を
デ
ィ
テ
ー
ル
は
箱
の
中
に
、物
語
を
ウ
ィ

ン
ド
ウ
の
動
き
に
託
す
形
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
（「
村
上
さ
ん
の
文
体
は
、

細
か
い
デ
ィ
テ
ー
ル
と
大
き
な
物
語
が
く
っ
つ
い
て
い
る
か
ら
、
デ
ィ
テ
ー
ル

は
中
に
入
れ
る
も
の
に
受
け
持
た
せ
、
大
き
な
物
語
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
の
動
き
に

託
せ
ば
繋
げ
ら
れ
る
な
と
」
（
３
））。
ア
ク
リ
ル
ケ
ー
ス
は
人
間
が
一
人
入
る
く
ら

い
の
小
さ
な
も
の
か
ら
、
実
際
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
一
台
・
森
・
図
書
館
の
本
棚

等
が
入
る
大
が
か
り
な
も
の
ま
で
、
大
小
複
数
あ
る
。
複
数
の
ア
ク
リ
ル
ケ
ー

ス
が
各
場
面
に
置
か
れ
、
場
面
転
換
で
移
動
す
る
こ
と
か
ら
、
移
動
経
緯
は
非

常
に
複
雑
で
あ
る
。
特
に
カ
フ
カ
が
森
の
中
を
彷
徨
う
シ
ー
ン
は
、
カ
フ
カ
だ

け
で
は
な
く
森
の
ケ
ー
ス
も
同
時
に
動
か
す
こ
と
で
、
森
が
意
志
を
持
ち
、
カ

フ
カ
が
入
れ
ば
入
る
ほ
ど
迷
宮
（
異
世
界
）
と
化
す
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
も
の
と

な
っ
て
い
た
。
周
知
の
通
り
、
蜷
川
は
脚
本
家
に
対
す
る
尊
敬
の
念
か
ら
、
基

本
的
に
台
詞
の
変
更
は
行
わ
な
い
。
脚
本
通
り
の
台
詞
と
上
演
時
間
と
い
う
限

定
さ
れ
た
条
件
の
中
、
ア
ク
リ
ル
ケ
ー
ス
を
動
か
す
と
い
う
言
語
外
の
表
現
で

物
語
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
表
現
し
て
い
る
。

大
が
か
り
な
セ
ッ
ト
で
あ
る
た
め
、数
多
く
の
黒
子
が
登
場
し
て
運
び
出
す
。

一
　
翻
訳
劇
「
海
辺
の
カ
フ
カ
」
／
ア
ク
リ
ル
ケ
ー
ス
の
演
出

舞
台
「
海
辺
の
カ
フ
カ
」
は
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
翻
訳
劇
で
あ
り
、
通
常

よ
り
も
複
雑
な
翻
訳
過
程
と
な
っ
て
い
る
。
村
上
が
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』（
新

潮
社
）
を
刊
行
し
た
の
は
二
〇
〇
二
年
で
あ
る
（
以
下
原
作
と
記
す
）。
三

年
後
の
二
〇
〇
五
年
にP

H
IL

IP
 G

A
B

R
IE

L

が
英
訳
し
、K

N
O

P
F

社
か
ら

K
A

F
K

A
 O

N
 T

H
E

 SH
O

R
E

が
出
版
さ
れ
る（
英
語
　
以
下
英
訳
版
と
記
す
）。

二
〇
〇
八
年
、F

R
A

N
K

 G
A

L
A

T
I

がG
A

B
R

IE
L

の
英
訳
版
を
元
に
脚
本

K
A

F
K

A
 O

N
 T

H
E

 SH
O

R
E

を
執
筆
し
（
英
語
　
以
下
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
版
と
記

す
）、
シ
カ
ゴ
の
ス
テ
ッ
ペ
ン
ウ
ル
フ
・
シ
ア
タ
ー
で
上
演
さ
れ
る
。
こ
の
英

語
の
脚
本
を
二
〇
一
二
年
に
平
塚
が
日
本
語
に
翻
訳
し
（
以
下
舞
台
版
と
記

す
）、蜷
川
の
演
出
で
上
演
さ
れ
た
。日
本
語
劇
で
は
あ
る
が
、翻
訳
と
い
う
フ
ィ

ル
タ
ー
を
二
回
通
し
て
い
る
た
め
、そ
こ
で
は
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

詳
し
く
は
別
稿
で
述
べ
た
い
が
、本
稿
で
も
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
版
を
適
宜
参
照
し
た
。

次
に
舞
台
版
台
本
の
基
本
情
報
を
確
認
す
る
。
全
二
幕
で
第
一
幕
が
場
面
①

か
ら
㉘
ま
で
、
第
二
幕
は
場
面
①
か
ら
㉗
ま
で
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
頁
番
号

は
第
一
幕
①
か
ら
１
と
記
載
、
第
二
幕
㉗
は

151
。
１
頁
よ
り
前
に
は
「
公
演
日

程
」「
原
作
者
な
ど
の
リ
ス
ト
」「
キ
ャ
ス
ト
」「
登
場
人
物
」「
海
辺
の
カ
フ
カ

の
歌
詞
」
の
順
で
掲
載
。
見
開
き
五
枚
分
。
そ
の
後
「
第
一
幕
」
と
書
か
れ
た

頁（
見
開
き
一
頁
）。終
幕
後
に
は「
２
０
１
９
年『
海
辺
の
カ
フ
カ
』ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
」、「
稽
古
場
」
が
掲
載
。
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
版
と
の
違
い
と
し
て
、
第
一
幕
が
は
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カ
ー
殺
害
ま
で
）、
第
二
幕
前
半
（
場
面
①
〜
⑯
）
は
18
〜
32
章
（
入
り
口
の

石
を
ひ
っ
く
り
返
す
場
面
ま
で
）、
第
二
幕
後
半
（
場
面
⑰
〜
㉗
）
は
35
〜
49

章
に
該
当
す
る
。
以
下
、原
作
の
奇
数
章
を
カ
フ
カ
章
・
偶
数
章
を
ナ
カ
タ
章
、

舞
台
版
の
カ
フ
カ
が
登
場
す
る
場
面
を
カ
フ
カ
パ
ー
ト
、
ナ
カ
タ
さ
ん
が
登
場

す
る
場
面
を
ナ
カ
タ
パ
ー
ト
と
記
す
。劇
評
や
ウ
ェ
ブ
の
感
想
欄
等
を
見
る
と
、

舞
台
版
は
原
作
に
忠
実
と
い
う
印
象
を
持
た
れ
て
い
る
。
こ
の
印
象
を
裏
付
け

る
よ
う
に
、
原
作
を
満
遍
な
く
か
い
つ
ま
ん
で
展
開
さ
せ
て
い
る
。
完
全
に
削

除
さ
れ
た
の
は
８
、
20
、
34
、
36
、
38
、
39
、
41
、
45
、
カ
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る

少
年
（
下
巻
）、
46
、
48
章
で
あ
り
、
特
に
前
半
は
殆
ど
の
章
に
触
れ
て
い
る
。

削
除
は
ナ
カ
タ
章
に
多
く
、
ナ
カ
タ
パ
ー
ト
は
ナ
カ
タ
さ
ん
の
死
の
場
面
で
終

わ
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
後
の
展
開
は
全
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
大
き
な
相
違

点
と
し
て
、
第
一
幕
場
面
㉑
〜
㉘
は
カ
フ
カ
と
ナ
カ
タ
さ
ん
が
同
時
に
登
場
し

て
お
り
、
本
作
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
示
す
第
一
幕
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ

る
。
こ
の
場
面
は
後
ほ
ど
触
れ
た
い
。
溝
口
め
ぐ
み
氏
は
舞
台
版
が
フ
ラ
ン
ツ
・

カ
フ
カ
以
外
の
文
学
が
削
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る

（「
小
説
の
中
で
語
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
以
外
の
文
学
は
、『
オ
イ
デ
ィ

プ
ス
王
』、『
源
氏
物
語
』、『
雨
月
物
語
』、『
漱
石
全
集
』、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ

イ
等
ほ
と
ん
ど
省
か
れ
て
い
ま
す
」（
３
頁
）、「
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
の
文
学

世
界
と
そ
の
生
涯
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
は
の
ち
の
ナ
チ
ス
・

ド
イ

ツ
の
犯
罪
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
す
」（
５
頁
））。
（
６
）

つ
ま
り
、
源
氏
の
六
条
御
息
所
に
関
わ
る
生
霊
、
雨
月
「
菊
花
の
契
り
」
の
時

こ
の
作
業
は
そ
れ
な
り
の
時
間
が
か
か
る
の
だ
が
、
そ
の
間
は
本
の
ペ
ー
ジ
を

め
く
る
時
と
同
じ
よ
う
な
感
覚
を
狙
っ
て
い
る
。

（
４
）

編
集
さ
れ
た
場
面
が
即
座
に

切
り
替
わ
る
映
画
と
比
べ
る
と
、
こ
の
間
は
場
面
転
換
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
、

パ
ラ
レ
ル
の
世
界
が
断
片
的
に
切
り
替
わ
り
な
が
ら
同
時
進
行
す
る
『
海
辺
の

カ
フ
カ
』
の
世
界
を
、
読
書
行
為
に
近
い
感
覚
で
受
容
さ
せ
た
。
こ
れ
は
舞
台

と
い
う
メ
デ
ィ
ア
で
し
か
表
現
で
き
な
い
特
別
な
演
出
方
法
と
言
え
る
。

平
塚
に
よ
れ
ば
、こ
の
黒
子
の
様
子
を
見
て
村
上
の「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」や『
１

Ｑ
８
４
』
の
リ
ト
ル
・
ピ
ー
プ
ル
を
想
起
し
た
と
感
想
に
書
い
た
観
客
が
い
た

そ
う
で
あ
る
。
平
塚
自
身
は
『
ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク
』
を
想
起
し
た
と
あ
る
。
（
５
）

つ

ま
り
、
名
付
け
ら
れ
た
登
場
人
物
と
は
違
う
異
世
界
の
存
在
が
世
界
を
動
か
す

と
い
う
『
１
Ｑ
８
４
』
的
要
素
、
ア
ク
リ
ル
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
世

界
の
輪
廓
が
際
立
ち
、
観
客
が
そ
れ
を
俯
瞰
す
る
『
ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク
』
的
要

素
等
が
加
わ
り
、
村
上
文
学
の
世
界
観
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
蜷
川
が
拘
っ
た
ア
ク
リ
ル
ケ
ー
ス
の
演
出
は
、
舞
台
と
い
う
メ
デ
ィ

ア
に
よ
っ
て
原
作（
文
学
）の
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
優
れ
た
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
捉
え
ら
れ
る
。

二
　
舞
台
版
の
戦
略
的
な
構
成
│
第
一
幕
│

次
に
、
台
本
と
原
作
と
を
比
較
し
、
原
作
を
超
え
る
「
戦
争
」
表
象
が
行
わ

れ
て
い
る
様
相
を
第
一
幕
、
第
二
幕
前
半
、
第
二
幕
後
半
と
分
け
て
考
察
し
て

い
き
た
い
。
第
一
幕
（
場
面
①
〜
㉘
）
は
原
作
１
〜
17
章
（
ジ
ョ
ニ
ー
・
ウ
ォ
ー
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の
と
こ
ろ
に
ナ
カ
タ
さ
ん
を
連
れ
て
行
く
。続
く
場
面
⑬
は
ジ
ョ
ニ
ー
・
ウ
ォ
ー

カ
ー
が
ナ
カ
タ
さ
ん
に
自
己
紹
介
し
、
別
の
部
屋
に
誘
う
が
、
こ
こ
で
注
目
し

た
い
の
は
、
場
面
⑬
と
⑭
の
連
結
部
で
あ
る
。

⑬
ジ
ョ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
　
そ
の
と
お
り
。
す
べ
て
は
ナ
カ
タ
さ
ん
、

君
次
第
だ
よ
。
つ
い
て
き
た
ま
え
。

犬
が
う
な
り
声
を
上
げ
て
か
ら
、
ジ
ョ
ニ
ー
・
ウ
ォ
ー

カ
ー
と
ナ
カ
タ
の
あ
と
に
つ
い
て
暗
闇
に
消
え
る
。

⑭
　
　
　
　
　
　
　
獰
猛
な
犬
た
ち
が
吠
え
、
暗
闇
か
ら
カ
フ
カ
が
よ
ろ
め

き
つ
つ
現
れ
る
。
白
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
血
で
ぐ
っ
し
ょ
り

と
濡
れ
て
い
る
。
カ
フ
カ
は
地
面
に
倒
れ
、
腕
と
血
ま

み
れ
の
手
が
前
方
に
投
げ
出
さ
れ
る
。（
四
〇
頁
）

場
面
⑬
最
後
で
犬
が
う
な
り
声
を
あ
げ
な
が
ら
消
え
、
場
面
⑭
で
獰
猛
な
犬

た
ち
の
声
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
血
ま
み
れ
の
カ
フ
カ
が
現
れ
る
。
場
面
⑭
に
該

当
す
る
原
作
・
カ
フ
カ
章
（
９
章
冒
頭
）
に
は
犬
の
鳴
き
声
の
描
写
は
な
い
。

原
作
で
は
意
識
を
失
っ
て
い
た
カ
フ
カ
が
意
識
を
取
り
戻
す
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
が
、
舞
台
版
で
は
犬
の
声
と
と
も
に
血
ま
み
れ
の
カ
フ
カ
が
登
場
す
る
。

ナ
カ
タ
パ
ー
ト
で
登
場
す
る
危
険
な
犬
が
時
空
を
超
え
て
カ
フ
カ
の
運
命
を
変

え
る
様
を
見
せ
る
た
め
に
、
カ
フ
カ
章
に
登
場
し
な
い
犬
の
声
が
二
度
（
場
面

空
を
超
え
る
魂
、漱
石「
抗
夫
」の
家
出
青
年
の
話
等
が
削
除
さ
れ
、フ
ラ
ン
ツ
・

カ
フ
カ
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
作
が
不
条
理
性
、
戦
争
の
暴
力
に
テ
ー
マ

を
絞
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、原
作
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』

の
主
軸
だ
っ
た
「
父
を
殺
し
、
母
と
姉
と
交
わ
る
」
と
い
う
予
言
が
台
本
に
一

度
も
登
場
せ
ず
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
神
話
と
の
関
連
を
原
作
よ
り
も
弱
め
て
い
る

こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。（
蜷
川
の
舞
台
と
い
う
こ
と
で
、
言
語
外

で
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
を
重
ね
合
わ
せ
る
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
）

し
か
し
、
舞
台
版
は
単
に
原
作
の
短
縮
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
順
番

の
入
れ
替
え
や
、
補
う
こ
と
で
原
作
よ
り
も
論
理
的
整
合
性
を
持
た
せ
る
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
る
。
カ
フ
カ
パ
ー
ト
と
ナ
カ
タ
パ
ー
ト
は
、
は
じ
め
は
関
連

性
の
な
い
物
語
が
同
時
進
行
し
て
ゆ
く
が
、
場
面
⑪
か
ら
⑭
ま
で
犬
と
い
う
同

じ
モ
チ
ー
フ
が
登
場
し
、
二
つ
の
世
界
が
繋
が
り
始
め
る
。
場
面
⑪
は
、
カ
フ

カ
が
ホ
テ
ル
生
活
を
し
な
が
ら
甲
村
図
書
館
に
通
う
展
開
で
、
最
後
に
カ
フ
カ

の
独
白
が
あ
る
（「
だ
け
ど
八
日
目
の
晩
、
い
ず
れ
は
崩
れ
る
は
ず
だ
っ
た
こ

の
シ
ン
プ
ル
で
統
一
の
取
れ
た
生
活
は
、
粉
々
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
」

三
五
頁
）。
独
白
は
原
作
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
だ
が
（「
そ
の
よ
う
な
僕
の
規
則
正

し
い
、
求
心
的
で
簡
素
な
生
活
が
こ
わ
さ
れ
た
の
は
（
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
遅
か

れ
早
か
れ
こ
わ
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
な
の
だ
け
れ
ど
）
８
日
め
の
夜
だ
っ
た
」

上
一
〇
二
頁
）、直
後
に
犬
の
声
と
と
も
に
カ
フ
カ
が
退
場
す
る
（
ト
書
き
「
獰

猛
な
犬
が
吠
え
る
。
カ
フ
カ
、走
る
」三
五
頁
）。
原
作
で
は
犬
の
描
写
は
な
い
。

場
面
⑫
は
ナ
カ
タ
さ
ん
の
前
に
危
険
な
犬
が
現
れ
、
ジ
ョ
ニ
ー
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
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＊

第
一
幕
場
面
㉑
〜
㉘
は
、
カ
フ
カ
が
ア
イ
ヒ
マ
ン
に
つ
い
て
語
る
場
面
と

ジ
ョ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
が
猫
を
殺
し
な
が
ら
ナ
カ
タ
さ
ん
に
自
ら
の
殺
害

を
迫
る
シ
ー
ン
が
、
同
一
舞
台
上
で
交
互
に
展
開
す
る
第
一
幕
の
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
で
あ
る
。
前
出
の
溝
口
氏
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
収
容
所
に
送
る
こ
と
に
つ
い

て
倫
理
的
な
側
面
か
ら
の
意
味
を
全
く
考
え
な
い
ア
イ
ヒ
マ
ン
を
「
想
像
力

の
欠
如
」
し
た
人
間
と
捉
え
、
ジ
ョ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
も
「
想
像
力
を
欠

い
た
不
条
理
な
殺
人
者
（
と
そ
の
集
団
）」
の
象
徴
と
し
た
。
（
７
）

氏
の
指
摘
通
り
、

ア
イ
ヒ
マ
ン
の
振
る
舞
い
は
、
暴
力
を
受
け
る
対
象
に
対
す
る
「
想
像
力
」
が

失
わ
れ
た
場
合
、
そ
の
暴
力
が
想
像
を
絶
す
る
程
残
虐
に
な
る
証
左
で
あ
る

（「
想
像
力
が
働
か
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
責
任
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
は
な
い
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
よ
う
に
」
六
二
頁
）。
二
人
が
同
時
に
登
場
し
、

イ
メ
ー
ジ
が
重
な
る
こ
と
で
、
原
作
・

カ
フ
カ
章
単
独
の
ア
イ
ヒ
マ
ン
糾
弾

よ
り
も
批
判
意
識
が
強
ま
る
。
更
に
、
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
暴
力
性
が
過
去
の
も
の

で
は
な
く
、
現
在
進
行
形
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
て
い
る
。

こ
の
場
面
で
稿
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
ナ
カ
タ
さ
ん
が
殺
人
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
点
で
あ
る
。
ナ
カ
タ
さ
ん
は
次
々
と
猫
の
虐
殺

を
目
の
当
た
り
し
、
自
分
が
殺
さ
な
い
と
こ
の
虐
殺
が
終
わ
ら
な
い
状
況
に
追

い
詰
め
ら
れ
る
。「
ジ
ョ
ニ
ー
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
さ
ん
お
願
い
で
す
、
ど
う
か
止

め
て
く
だ
さ
い
。
止
め
て
く
だ
さ
ら
な
い
と
ナ
カ
タ
は
お
か
し
く
な
り
そ
う
で

す
。
ナ
カ
タ
は
も
う
ナ
カ
タ
で
な
く
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
気
が
す
る
の
で

⑪
⑭
）
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
関
連
性
が
な
く
パ
ラ
レ
ル
で
進
ん
で
い
た
二

つ
の
世
界
は
四
場
面
連
続
で
犬
が
登
場
す
る
こ
と
に
よ
り
、
整
合
性
を
持
つ
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
犬
は
血
と
い
う
重
要
な
モ
チ
ー
フ
を
導
い
て
も
い

る
。
犬
と
と
も
に
登
場
し
た
血
は
、
こ
の
後
が
暴
力
性
を
増
す
展
開
に
な
る
こ

と
を
予
告
す
る
。

ま
た
、
場
面
⑪
〜
⑭
は
原
作
の
順
番
と
異
な
っ
て
い
る
。
原
作
に
対
応
さ
せ

る
と
、場
面
⑪
（
７
章
）
↓
場
面
⑫
⑬
（
14
章
）
↓
場
面
⑭
（
９
章
）
と
な
る
。

７
章
末
尾
と
14
章
冒
頭
は
単
行
本
で
は
百
頁
の
隔
た
り
が
あ
り
、関
連
は
薄
い
。

む
し
ろ
場
面
⑰
の
岡
持
節
子
の
告
白
（
12
章
）
の
方
が
血
ま
み
れ
の
カ
フ
カ
が

目
覚
め
る
シ
ー
ン
（
場
面
⑭
・
原
作
９
章
）
と
近
い
の
で
、
意
図
的
に
原
作
の

順
番
を
変
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
舞
台
版
の
展
開
は
、
危
険
な
犬
（
場
面

⑪
〜
⑭
）
↓
カ
フ
カ
に
血
（
場
面
⑭
）
↓
岡
持
節
子
の
血
と
戦
争
（
場
面
⑰
）

↓
猫
殺
し
（
血
と
暴
力
・
場
面
⑲
〜
㉗
）
と
ア
イ
ヒ
マ
ン
（
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
・

場
面
㉒
〜
㉘
）
と
い
っ
た
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
犬
と
い
う
危
険
を

匂
わ
せ
る
存
在
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
何
度
も
血
の
印
象
を
重
ね
る
こ
と
で
暴
力

性
を
付
与
し
、
そ
の
上
で
戦
争
表
象
を
加
え
、
猫
の
虐
殺
と
い
う
現
在
の
暴
力

と
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
と
い
う
過
去
の
暴
力
と
を
共
鳴
さ
せ
て
い
る

の
で
あ
る
。
文
学
で
は
離
れ
た
表
現
も
振
り
返
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
だ

が
、
不
可
逆
の
時
間
で
進
む
舞
台
で
は
影
響
さ
せ
た
い
モ
チ
ー
フ
は
近
い
場
面

に
置
い
た
方
が
効
果
を
生
む
。
こ
の
よ
う
な
舞
台
の
性
質
に
合
わ
せ
、
脚
本
が

構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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あ
、
こ
こ
へ
行
く
の
だ
、
と
か
、
こ
れ
を
し
ろ
、
と
か
？

ナ
カ
タ
　
い
い
え
、
ナ
カ
タ
に
は
相
変
わ
ら
ず
皆
目
わ
か
り
ま
せ
ん
。

星
　
野
　
や
れ
や
れ
。

少
　
女
　（
歌
う
）

溺
れ
た
少
女
の
指
は

入
り
口
の
石
を
探
し
求
め
る
。

星
　
野
　
さ
て
、
ど
う
し
よ
っ
か
。
お
じ
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
つ

も
り
？

ナ
カ
タ
　
入
り
口
の
石
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
八
八
頁
）

原
作
は
ナ
カ
タ
さ
ん
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
み
で
「
入
り
口
の
石
」

を
探
す
（「
は
い
。
ホ
シ
ノ
さ
ん
、
ど
う
や
ら
こ
こ
で
よ
い
よ
う
で
あ
り
ま

す
。
ナ
カ
タ
に
は
そ
の
よ
う
に
思
え
ま
す
」
／
「
場
所
は
よ
し
と
。
で
、
こ

れ
か
ら
何
を
す
る
の
？
」
／
「
入
り
口
の
石
を
み
つ
け
よ
う
と
思
い
ま
す
」
下    

一
七
〜
一
八
頁
）。
対
し
て
舞
台
版
で
は
、
少
女
の
佐
伯
さ
ん
が
ナ
カ
タ
さ
ん

を
導
く
展
開
と
な
っ
て
お
り
、
佐
伯
さ
ん
と
ナ
カ
タ
さ
ん
と
の
繋
が
り
が
強
調

さ
れ
る
。
第
一
幕
の
「
犬
」
と
同
様
に
、
舞
台
版
は
原
作
よ
り
も
二
つ
の
パ
ー

ト
の
論
理
的
整
合
性
を
強
め
て
い
る
。

少
女
に
よ
っ
て
二
者
の
繋
が
り
が
強
調
さ
れ
た
後
、
場
面
⑦
に
新
し
い
モ

チ
ー
フ
「
雷
」
が
、
場
面
⑩
で
「
性
」（
カ
フ
カ
と
佐
伯
さ
ん
、
星
野
青
年
と

女
子
大
生
の
肉
体
関
係
）が
登
場
す
る
。場
面
⑤
か
ら
⑮
ま
で
、「
入
り
口
の
石
」、

す
」、「
そ
れ
が
大
事
な
こ
と
な
ん
だ
よ
。
ナ
カ
タ
さ
ん
。
君
は
も
う
君
自
身
じ
ゃ

な
い
」（
六
五
頁
）。
こ
の
場
面
は
、通
常
の
倫
理
観
・
道
徳
観
を
持
つ
人
間
が
、

極
限
状
態
に
お
い
て
自
分
を
失
う
、
殺
す
こ
と
に
対
す
る
想
像
力
を
奪
わ
れ
る

心
理
を
描
き
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
よ
う
な
特
殊
な
人
間
の

み
な
ら
ず
、
普
通
の
感
覚
を
持
つ
人
間
が
極
限
状
態
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
で

犯
し
て
し
ま
う
暴
力
の
恐
ろ
し
さ
（
そ
れ
は
戦
争
と
深
く
関
わ
り
を
持
つ
）
が
、

こ
の
場
面
の
注
目
す
べ
き
点
と
考
え
る
。

三
　
原
作
を
超
え
る
「
戦
争
」
表
象

│
第
二
幕
前
半
　
軍
歌
「
壯
烈
山
崎
軍
神
部
隊
」
│

第
二
幕
は
ジ
ョ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
殺
し
の
余
波
（
原
作
18
章
：
交
番
に

行
っ
て
自
供
す
る
が
信
じ
て
も
ら
え
な
い
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
佐
伯
さ
ん
の

恋
人
の
殺
害
、
お
よ
び
歌
曲
「
海
辺
の
カ
フ
カ
」
の
話
が
続
く
。
第
一
幕
結
末

で
強
調
さ
れ
た
暴
力
が
第
二
幕
で
も
二
つ
の
パ
ー
ト
を
繋
ぐ
メ
イ
ン
モ
チ
ー
フ

と
な
っ
て
い
る
。
場
面
⑤
で
は
、
ア
ク
リ
ル
ケ
ー
ス
に
入
っ
た
少
女
時
代
の
佐

伯
さ
ん
が
「
海
辺
の
カ
フ
カ
」
を
歌
い
な
が
ら
、
舞
台
を
一
周
す
る
演
出
が
あ

る
（
原
作
で
は
歌
詞
が
記
さ
れ
る
の
み
）。
続
く
場
面
⑥
も
少
女
が
「
海
辺
の

カ
フ
カ
」
を
歌
う
演
出
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
舞
台
版
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。

⑥
星
　
野
　
で

―
お
じ
さ
ん
は
神
様
の
お
告
げ
で
も
聞
い
た
の
？
　
さ
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ら
に
じ
り
じ
り
と
持
ち
あ
げ
て
い
き
、
大
き
な
掛
声
と

と
も
に
引
っ
く
り
返
す
。
星
野
は
バ
タ
ン
と
後
ろ
に
倒

れ
、
畳
の
上
で
大
の
字
に
な
っ
て
息
を
切
ら
す
。

Ｃ
ナ
カ
タ
　
ホ
シ
ノ
さ
ん
？

星
　
野
　
な
…
…
な
に
？

ナ
カ
タ
　
お
か
げ
さ
ま
で
、
入
り
口
は
開
き
ま
し
た
。

星
　
野
　
そ
り
ゃ
開
い
て
く
ん
な
い
と
な
。
ほ
ん
と
殺
さ
れ
る
か
と
思
っ

た
よ
。（
一
二
四
〜
一
二
五
頁
）

Ａ
・
Ｃ
は
原
作
に
忠
実
で
あ
る
（
Ａ
は
原
作
下
一
四
三
〜
一
四
四
頁
、
Ｃ
は

原
作
下
一
四
七
頁
に
該
当
）。
対
し
て
Ｂ
は
非
常
に
簡
略
化
し
て
い
る
の
で
、

原
作
の
該
当
部
分
と
比
較
し
た
い
。

Ｂ 

星
野
青
年
は
目
を
閉
じ
て
意
識
を
深
く
集
中
し
た
。
身
体
じ
ゅ
う
の
気

力
を
ま
ん
べ
ん
な
く
か
き
集
め
、
出
ど
こ
ろ
を
一
カ
所
に
定
め
た
。
こ
の

一
回
だ
、
と
彼
は
思
っ
た
。
こ
の
一
回
で
な
ん
と
か
決
め
る
し
か
な
い
。

こ
れ
で
ば
し
っ
と
決
め
な
い
と
、
も
う
あ
と
は
な
い
ん
だ
。

彼
は
石
の
手
頃
な
場
所
に
両
手
を
あ
て
、
注
意
深
く
グ
リ
ッ
プ
を
固
定

し
、
息
づ
か
い
を
整
え
た
。
最
後
に
ひ
と
つ
大
き
く
息
を
し
て
、
腹
の
底

か
ら
絞
り
出
す
よ
う
な
か
け
声
と
と
も
に
、
一
気
に
石
を
持
ち
上
げ
た
。

「
雷
」、「
性
」が
互
い
の
パ
ー
ト
を
意
識
さ
せ
な
が
ら
断
片
的
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
要
素
全
て
が
場
面
⑯
入
り
口
の
石
を
ひ
っ
く
り
返
す
場
面
に

集
約
さ
れ
る
。
こ
こ
は
第
二
幕
中
盤
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
っ
て
い
る
（
引

用
文
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
稿
者
が
便
宜
上
付
し
た
も
の
で
あ
る
）。

Ａ
ナ
カ
タ
　
ナ
カ
タ
は
ホ
シ
ノ
さ
ん
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

星
　
野
　
ど
ん
な
こ
と
？

ナ
カ
タ
　
石
を
持
ち
上
げ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？

星
　
野
　
お
安
い
こ
っ
た
。

ナ
カ
タ
　
持
っ
て
き
た
と
き
よ
り
、
ず
い
ぶ
ん
重
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

星
　
野
　
そ
り
ゃ
あ
俺
っ
ち
は
ア
ー
ノ
ル
ド
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー

じ
ゃ
ね
え
け
ど
さ
、こ
う
み
え
て
も
け
っ
こ
う
力
は
あ
る
ん
だ
。

星
野
は
立
ち
上
が
り
、
石
を
両
手
で
抱
え
て
持
ち
上
げ

よ
う
と
す
る
。
石
は
ぴ
く
り
と
も
動
か
な
い
。

こ
り
ゃ
た
し
か
に
、
釘
で
床
に
打
ち
つ
け
て
あ
る
み
て
え
だ
。

Ｂ
　
　
　
　
　
　
　
空
を
不
規
則
に
稻
妻
が
走
る
。
大
き
な
雷
が
立
て
続
け

に
鳴
っ
て
、
地
面
を
芯
か
ら
震
わ
せ
る
。
星
野
は
石
を

斜
め
45
度
の
と
こ
ろ
ま
で
持
ち
あ
げ
る
。
そ
れ
か
ら
さ



̶ 22 ̶

知
る
べ
く
も
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
彼
の
予
測
が
楽
観
的
に
過
ぎ
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
の
ち
に
判
明
す
る
）（
下
　
一
四
六
〜
一
四
七
頁
）

原
作
は
星
野
青
年
に
焦
点
を
当
て
、
彼
の
意
識
変
化
を
克
明
に
記
し
て
い

る
。
そ
れ
は
第
48
章
で
語
ら
れ
る
「
入
り
口
の
石
」
を
戻
す
展
開
と
呼
応
し
て

お
り
、
そ
こ
で
は
ジ
ョ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
が
狙
う
「
シ
ス
テ
ム
」
が
深
く

関
わ
っ
て
い
る
。
対
し
て
、
舞
台
版
は
星
野
青
年
の
言
葉
で
は
な
く
、
音
響
で

こ
の
場
面
を
強
調
し
て
い
る
。
原
作
や
舞
台
版
で
は
雷
の
み
記
載
さ
れ
て
い
た

が
、
舞
台
で
は
軍
歌
・
爆
撃
機
の
轟
音
・
非
常
警
報
が
数
分
間
流
れ
、
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
場
面
と
な
っ
て
い
る
（「
星
野
青
年
が
入
り
口
の
石
を
開
け
る
と

き
の
激
し
い
音
響
効
果
の
な
か
に
軍
歌
、
爆
撃
機
の
轟
音
、
非
常
警
報
が
混
じ

り
ま
す
」
（
８
））。

原
作
や
舞
台
版
に
は
戦
争
関
連
の
記
述
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
戦
争
に
関
わ
る
効
果
音
は
蜷
川
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
演
出
で
あ
る
と
言
え
る
。

＊

舞
台
で
音
響
を
担
当
し
た
オ
フ
ィ
ス
新
音
・
鹿
野
英
行
氏
に
メ
ー
ル
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
と
こ
ろ
、
使
用
さ
れ
た
軍
歌
は
「
壮
烈
山
崎
軍
神
部
隊
」（『
歌
謡

で
巡
る
昭
和
の
軌
跡
　
軍
歌
戦
時
歌
謡
大
全
集
７
』
作
曲
者
　
東
辰
三
、
演
奏

者
　
貴
島
正
一
）
と
の
回
答
を
得
た
。
（
９
）

次
に
歌
詞
を
記
す
。

北
斗
の
空
に
垂
れ
込
こ
め
し
／
暗
雲
は
る
か
望
み
見
て
／
誰
か
哭な

か
ざ
る

者
や
あ
る
／
忘
る
る
な
か
れ
　
こ
の
悲
壮
／
忘
る
る
な
か
れ
　
こ
の
至ま
こ
と誠

45
度
の
角
度
で
、そ
れ
は
空
中
に
持
ち
上
が
っ
た
。
そ
れ
が
限
度
だ
っ
た
。

し
か
し
彼
は
そ
の
位
置
に
な
ん
と
か
石
を
保
持
し
た
。
石
を
支
え
た
ま
ま

大
き
く
息
を
吐
く
と
、
全
身
が
み
し
み
し
と
痛
ん
だ
。
す
べ
て
の
骨
と
筋

肉
と
神
経
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
で
も
そ
こ
で
や
め
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
も
う
一
度
大
き
く
息
を
吸
い
込
み
、
と
き
の
声
を
あ

げ
る
。
し
か
し
そ
の
声
は
も
う
自
分
の
耳
に
は
届
か
な
い
。
何
を
言
っ
て

い
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
彼
は
目
を
閉
じ
た
ま
ま
、
限
度
を
超
え
た
力

を
ど
こ
か
か
ら
引
っ
ぱ
り
出
し
て
き
た
。
そ
れ
は
も
と
も
と
は
彼
の
中
に

あ
る
は
ず
の
な
い
力
だ
っ
た
。
頭
の
中
が
酸
欠
状
態
に
な
り
、
真
っ
白
に

な
っ
た
。
ヒ
ュ
ー
ズ
が
飛
ぶ
み
た
い
に
、
い
く
つ
か
の
神
経
が
次
々
に
溶

解
し
て
い
っ
た
。
何
も
見
え
な
い
。
何
も
聞
こ
え
な
い
。
何
も
考
え
ら
れ

な
い
。
空
気
が
足
り
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
青
年
は
な
ん
と
か
そ
の
石

を
じ
り
じ
り
と
上
に
持
ち
上
げ
、
更
に
大
き
な
か
け
声
と
と
も
に
反
対
側

に
ひ
っ
く
り
返
し
た
。
あ
る
ポ
イ
ン
ト
を
越
え
る
と
、
石
は
急
に
手
応
え

を
失
い
、
そ
れ
自
体
の
重
み
で
そ
の
ま
ま
反
対
側
に
倒
れ
込
ん
だ
。
ど
す

ん
と
い
う
音
が
し
て
、
部
屋
が
大
き
く
揺
れ
た
。
建
物
そ
の
も
の
が
揺
れ

た
み
た
い
だ
っ
た
。

青
年
は
反
動
で
後
ろ
に
ひ
っ
く
り
か
え
っ
た
。
畳
の
上
に
あ
お
む
け
に

な
り
、
激
し
く
喘
い
だ
。
頭
の
中
で
柔
ら
か
な
泥
の
よ
う
な
も
の
が
ぐ
る

ぐ
る
と
渦
を
巻
い
た
。
こ
の
先
俺
は
も
う
二
度
と
、
こ
ん
な
重
い
も
の
を

持
つ
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
青
年
は
思
っ
た
。（
そ
の
と
き
の
青
年
に
は
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す
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。「
ア
ッ
ツ
島
の
戦
い
」
の
特
筆
す
べ
き
は
、
そ

の
壮
絶
な
玉
砕
の
様
で
あ
る
。）

11
（

日
本
軍
二
千
六
百
五
十
人
に
対
し
、
米
軍
は

一
万
一
千
人
と
い
う
数
的
不
利
だ
け
で
な
く
、
重
砲
や
戦
車
な
ど
の
武
器
の
差

も
あ
り
、
殆
ど
為
す
術
が
な
い
ま
ま
の
全
滅
で
あ
っ
た
。
戦
略
的
価
値
の
低
い

こ
の
小
さ
な
島
に
対
し
、
米
軍
が
こ
こ
ま
で
戦
力
を
つ
ぎ
込
ん
だ
理
由
は
、
こ

の
地
が
ア
メ
リ
カ
領
で
あ
っ
た
と
い
う
一
点
に
す
ぎ
な
い
。
米
軍
は
自
国
の
領

地
を
占
領
さ
れ
た
こ
と
に
屈
辱
を
感
じ
、
奪
回
す
る
た
め
に
一
万
以
上
の
兵
と

重
機
を
送
り
込
み
、
日
本
軍
を
壊
滅
さ
せ
た
。
こ
の
戦
い
に
お
け
る
全
滅
は
太

平
洋
戦
争
で
「
玉
砕
」
と
い
う
言
葉
で
初
め
て
表
現
さ
れ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
は

じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
広
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
山
崎
保
代

は
「
軍
神
」
と
し
て
奉
ら
れ
、
そ
の
後
の
「
一
億
玉
砕
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
利

用
さ
れ
る
。

大
本
営
の
発
表
を
受
け
、
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
は
各
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ

の
後
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
広
が
っ
て
ゆ
く
。
太
宰
治
「
散
華
」
に
は
知
人
の
三

田
君
を
「
北
方
の
一
孤
島
に
於
い
て
見
事
に
玉
砕
し
、護
国
の
神
と
な
ら
れ
た
」

（
二
五
七
頁
）、「
ア
ッ
ツ
玉
砕
の
二
千
有
余
柱
の
神
々
の
お
名
前
」、「
三
田
君

が
ア
ッ
ツ
玉
砕
の
神
の
一
柱
で
あ
っ
た
事
を
、た
だ
い
ま
新
聞
で
知
り
ま
し
た
」

（
二
七
〇
頁
）
と
の
表
現
が
あ
る
。）

12
（

国
民
は
「
山
崎
保
代
」
を
軍
神
と
す
る
だ

け
で
な
く
、
ア
ッ
ツ
島
で
戦
死
し
た
人
達
も
「
神
々
」
や
「
神
の
一
柱
」
と
捉

え
、
敬
意
を
払
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
壮
絶
な
戦
死
者
の
群

像
が
描
か
れ
た
藤
田
嗣
治
「
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
」（
日
本
近
代
美
術
館
蔵
）
に
お

ア
ッ
ツ
の
島
を
守
り
た
る
／
忠
烈
無
比
の
つ
わ
も
の
は
／
海う

み
お
か
そ
ら

陸
空
に
　
十

倍
の
／
敵
を
支
え
て
十
八
日
／
弾
丸
今
は
う
ち
つ
く
す

こ
れ
ま
で
な
り
と
　
突
撃
の
／
最
後
の
命
の
下
る
時
／
傷
病
兵
は
そ
れ
ぞ

れ
に
／
七
生
報
国
誓
い
つ
つ
／
自
決
し
果
て
し
潔
よ
さ

「
他
に
策
無
き
に
非あ
ら

ざ
る
も
／
万
一
を
僥

ぎ
ょ
う
こ
う倖

し
　
武
人
の
名
を
／
汚
す
べ

き
に
非あ
ら

ず
」

あ
あ
こ
の
無
電
打
ち
終
え
て
／
莞か
ん
じ爾

と
死
地
に
衝
き
入
り
し
／
軍
神
山
崎

部
隊
長

今
皇
国
の
つ
わ
も
の
の
／
真し

ん
ず
い髄
こ
こ
に
仰
ぎ
み
て
／
誰
か
起た

た
ざ
る
者
や

あ
る
／
忘
る
る
な
か
れ
こ
の
悲
壮
／
忘
る
る
な
か
れ
こ
の
至
誠

使
用
さ
れ
た
部
分
は
、
第
二
連
「
ア
ッ
ツ
の
島
」
か
ら
で
あ
り
、
星
野
青
年

が
石
を
ひ
っ
く
り
返
す
動
き
に
合
わ
せ
、
止
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
そ
の
時
々
で

変
わ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
映
像
（
Ｂ
Ｓ
４
Ｋ
）
で
確
認
す
る
と
、
第
二
連

の
最
後
辺
り
ま
で
が
流
れ
た
。「
壮
烈
山
崎
軍
神
部
隊
」
は
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
で
、

か
つ
勇
ま
し
い
演
奏
な
ど
が
殆
ど
無
い
、
比
較
的
地
味
な
軍
歌
で
あ
る
。
い
く

つ
か
の
軍
歌
に
関
す
る
書
籍
を
調
べ
た
が
、
管
見
の
限
り
こ
の
歌
を
取
り
上
げ

た
も
の
は
な
か
っ
た
。）

10
（

有
名
で
は
な
い
こ
の
軍
歌
が
選
ば
れ
た
詳
し
い
理
由
は
、

蜷
川
が
亡
く
な
り
、
選
曲
担
当
の
高
橋
克
司
氏
が
オ
フ
ィ
ス
新
音
を
辞
め
た
た

め
、
現
在
不
明
で
あ
る
。

本
稿
で
は
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
が
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
の
軍
歌
が
使
わ
れ
る
こ
と

で
、
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
場
面
で
強
調
さ
れ
た
戦
争
・
暴
力
批
判
が
飛
躍
的
に
増
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佐
憲
氏
は
「
政
府
や
軍
部
か
ら
見
れ
ば
、
軍
歌
は
使
い
勝
手
の
い
い
動
員
の
装

置
で
も
あ
っ
た
。
軍
歌
は
大
し
た
施
設
を
必
要
と
せ
ず
、
大
勢
の
民
衆
を
巻
き

込
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
歌
詞
を
叩
き
込
み
、
毎
日
歌
わ
せ
る
こ
と
で
、

安
上
が
り
に
思
想
を
植
え
付
け
る
こ
と
も
可
能
だ
。
そ
の
た
め
、
一
九
四
〇
年

代
に
は
「
音
楽
は
軍
需
品
な
り
」
と
叫
ば
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
」
と
述
べ
て
い

る
。）

14
（

軍
部
は
戦
略
的
に
軍
歌
を
利
用
し
、
民
衆
の
戦
意
高
揚
の
強
化
を
図
っ
て

い
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ「
壯
烈
山
崎
軍
神
部
隊
」が「
入
り
口
の
石
」を
ひ
っ

く
り
返
す
場
面
で
使
用
さ
れ
た
効
果
は
何
か
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、「
入

り
口
の
石
」
を
開
け
る
た
め
に
は
「
ア
ッ
ツ
島
の
戦
い
」
の
よ
う
な
無
意
味
な

全
滅
と
そ
の
後
図
ら
ず
も
戦
争
に
利
用
さ
れ
て
し
ま
う
人
間
（
山
崎
保
代
及
び

戦
死
者
）
を
認
識
し
直
す
こ
と
が
必
要
で
、
そ
れ
は
現
在
の
私
た
ち
に
も
関
わ

る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

第
二
幕
場
面
④
で
、
星
野
青
年
は
日
本
が
ア
メ
リ
カ
に
占
領
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
知
ら
な
い
軽
薄
な
青
年
と
し
て
登
場
す
る
。

④
ナ
カ
タ
　
そ
の
頃
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
占
領
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
海

岸
は
ア
メ
リ
カ
の
兵
隊
さ
ん
た
ち
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
お
り
ま

し
た
。

星
　
野
　
冗
談
だ
よ
ね
？

ナ
カ
タ
　
い
え
、
冗
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
て
も
同
様
で
あ
る
。
藤
田
の
直
話
に
よ
る
と
青
森
で
こ
の
絵
の
前
で
ひ
ざ
ま

ず
き
な
が
ら
手
を
あ
わ
せ
、供
養
の
た
め
お
金
を
置
く
人
が
い
た
と
い
う
（「
そ

の
ア
ッ
ツ
玉
砕
の
図
の
前
に
膝
ま
づ
い
て
両
手
を
合
せ
て
祈
り
拝
ん
で
居
る
老

男
女
の
姿
を
見
て
、
生
れ
て
初
め
て
自
分
の
画
が
こ
れ
程
迄
に
感
銘
を
与
え
拝

ま
れ
た
と
言
ふ
事
は
ま
だ
か
つ
て
な
い
異
例
に
驚
き
、
し
か
も
老
人
達
は
御
賽

銭
を
画
前
に
投
げ
て
そ
の
画
中
の
人
に
供
養
を
捧
げ
て
瞑
目
し
て
居
た
有
様
を

見
て
、
一
人
啞
然
と
し
て
打
た
れ
た
」）

13
（

）。
ア
ッ
ツ
島
の
戦
死
者
が
神
や
仏
に

近
い
待
遇
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
ラ
ジ
オ
、
絵
画
、
文
学
な
ど
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
崇
高
な
「
神
」

と
し
て
扱
わ
れ
、
多
く
の
国
民
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
た
ア
ッ
ツ
島
の
戦
い
で
あ
る

が
、
軍
歌
も
複
数
作
ら
れ
、
国
民
の
間
で
歌
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
先
に
挙
げ

た
「
壮
烈
山
崎
軍
神
部
隊
」
の
歌
詞
を
み
る
と
、
こ
の
曲
も
「
一
億
玉
砕
」
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の
利
用
の
様
が
窺
え
る
。
第
三
連
「
こ
れ
ま
で
な
り
と
　
突
撃

の
／
最
後
の
命
の
下
る
時
／
傷
病
兵
は
そ
れ
ぞ
れ
に
／
七
生
報
国
誓
い
つ
つ
／

自
決
し
果
て
し
潔
よ
さ
」。
最
後
の
突
撃
命
令
に
際
し
、
傷
病
兵
は
捕
虜
と
な

る
こ
と
を
避
け
る
た
め
自
決
。
そ
の
こ
と
を
「
潔
さ
」
と
賞
賛
し
て
い
る
。
東

條
英
機
「
戦
陣
訓
」「
生
き
て
虜
囚
の
辱
を
受
け
ず
」
を
な
ぞ
ら
え
る
よ
う
な

凄
ま
じ
い
全
滅
の
様
を
、
日
本
軍
兵
士
の
理
想
の
在
り
方
と
し
て
語
ろ
う
と
し

て
い
る
。
そ
れ
は
第
五
連
の
「
皇
国
の
つ
わ
も
の
の
真し
ん
ず
い髄

」
と
い
う
言
葉
に
凝

縮
さ
れ
、
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
の
報
に
接
し
「
誰
か
起た

た
ざ
る
者
や
あ
る
」
と
戦
意

高
揚
の
方
向
性
に
導
く
意
図
が
あ
る
。
軍
歌
の
政
治
利
用
に
つ
い
て
、
辻
田
真
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終
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（「
旧
日
本
軍
の
遺
骨
収

集
は
果
て
し
の
な
い
作
業
だ
。
硫
黄
島
と
同
様
、
太
平
洋
戦
で
日
米
両
軍
が
激

戦
を
交
わ
し
日
本
軍
が
玉
砕
し
た
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
西
端
の
ア
ッ
ツ
島
を

巡
っ
て
も
、
米
側
の
協
力
を
得
て
本
格
的
な
遺
骨
収
集
を
進
め
る
構
想
が
出
て

い
る
と
い
う
。
／
日
本
と
米
国
の
多
く
の
国
民
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
も

な
く
、遺
骨
帰
還
を
目
指
す
日
米
の
関
係
者
た
ち
は
終
わ
ら
な
い
戦
後
と
日
々
、

向
き
合
っ
て
い
る
」）

15
（

）。
一
九
四
三
年
か
ら
終
戦
ま
で
神
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
た
ア
ッ
ツ
島
戦
死
者
で
あ
る
が
、
戦
後
、
多
く
の
国
民
に
忘
却
さ
れ
て
い
る

と
い
う
現
実
が
あ
る
。

ナ
カ
タ
さ
ん
、佐
伯
さ
ん
、カ
フ
カ
の
現
在
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、「
入

り
口
の
石
」は
ひ
っ
く
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
際
に「
ア
ッ
ツ
の
島
」

と
い
う
固
有
名
詞
が
は
っ
き
り
わ
か
る
形
で
歌
が
流
れ
る
演
出
が
な
さ
れ
て
い

た
。
二
〇
一
二
年
は
、
先
に
挙
げ
た
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
遺
骨
回
収
が
進

ま
な
い
現
実
だ
け
な
く
、
尖
閣
・
竹
島
問
題
で
日
中
、
日
韓
関
係
は
悪
化
し
て

お
り
、
沖
縄
基
地
で
は
オ
ス
プ
レ
イ
設
置
が
進
め
ら
れ
、
戦
後
の
問
題
が
未
だ

解
決
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
印
象
付
け
ら
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。「
壮
烈
山
崎

軍
神
部
隊
」
と
い
う
軍
歌
に
は
、
現
在
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
戦
争

の
問
題
を
忘
却
し
た
ま
ま
に
せ
ず
、
認
識
し
直
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
蜷
川
の

隠
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
と
考
え
る
。

星
野
青
年
は
ナ
カ
タ
さ
ん
の
身
代
わ
り
と
し
て
ナ
カ
タ
さ
ん
が
背
負
っ
て
い

た
戦
争
の
暴
力
性
と
向
き
合
い
、あ
ち
ら
側
の
世
界
と
の
通
路
を
こ
じ
開
け
た
。

星
　
野
　
嘘
だ
あ
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
に
占
領
さ
れ
て
た
こ
と
な
ん
て
な

い
だ
ろ
。

ナ
カ
タ
　
ナ
カ
タ
も
詳
し
い
こ
と
は
存
じ
ま
せ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ
は
Ｂ
29

と
い
う
飛
行
機
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
東
京

に
た
く
さ
ん
爆
弾
を
落
と
し
ま
し
た
の
で
、
ナ
カ
タ
は
山
梨
に

疎
開
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
病
気
に
か
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

星
　
野
　
は
あ
。
な
ん
で
も
い
い
や
。
と
も
か
く
、そ
ろ
そ
ろ
出
よ
う
よ
。

さ
っ
さ
と
し
ね
え
と
暗
く
な
っ
て
き
ち
ま
う
か
ら
ね
（
八
三
〜

八
四
頁
）

星
野
青
年
は
占
領
の
事
実
を
知
ら
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
ナ
カ
タ
さ
ん
が
戦

争
の
こ
と
を
話
し
て
も
「
は
あ
。
な
ん
で
も
い
い
や
」
と
無
関
心
の
ま
ま
で
あ

る
。
軽
薄
さ
が
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
星
野
青
年
だ
け
の
問
題

で
は
な
い
。
山
崎
保
代
の
孫
で
あ
る
山
崎
信
之
氏
（
ア
ッ
ツ
島
遺
族
会
幹
事
）

は
ラ
ジ
オ
深
夜
便
（
二
〇
一
九
年
九
月
六
日
「
明
日
へ
の
言
葉
」）
で
ア
ッ
ツ

島
戦
死
者
と
遺
族
の
現
在
に
つ
い
て
語
っ
た
。
戦
死
者
が
「
玉
砕
」
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
複
雑
な
思
い
と
と
も
に
、
ア
ッ
ツ
島
は
辺

鄙
な
無
人
島
で
あ
る
た
め
、
観
光
資
源
に
乏
し
く
、
そ
の
歴
史
が
知
ら
れ
る
機

会
が
少
な
い
。
こ
の
無
意
味
な
戦
い
が
あ
っ
た
こ
と
、
現
在
も
二
千
名
以
上
の

遺
骨
が
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
訴
え
て
い
た
。
本
作

が
初
演
さ
れ
た
二
〇
一
二
年
に
は
、
ア
ッ
ツ
島
遺
骨
回
収
が
進
ま
ず
、
戦
後
が
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場
面
で
過
去
と
現
在
の
暴
力
が
共
鳴
す
る
本
作
の
方
向
性
を
、「
入
り
口
の
石
」

を
ひ
っ
く
り
返
す
場
面
で
軍
歌
を
流
す
こ
と
で
更
に
強
調
し
た
。
こ
れ
は
現
在

の
人
間
が
戦
争
の
問
題
を
無
意
識
に
忘
却
し
、
何
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に

静
観
す
る
姿
勢
に
対
す
る
警
鐘
で
あ
る
と
捉
え
た
。「
戦
争
」
表
象
に
関
し
て
、

舞
台
「
海
辺
の
カ
フ
カ
」
は
原
作
以
上
の
強
調
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
は
原
作
を
超
え
て
い
る
。

四
　
閉
じ
ら
れ
な
い
「
入
り
口
」
│
第
二
幕
後
半
│

第
二
幕
後
半
、「
入
り
口
」
が
開
け
ら
れ
た
後
、
ナ
カ
タ
さ
ん
は
佐
伯
さ
ん

と
出
会
い
、
二
人
は
穏
や
か
に
話
を
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
静
か
な
死
を
迎
え

る
。
同
じ
頃
、
カ
フ
カ
は
森
へ
行
き
、
太
平
洋
戦
争
で
脱
走
し
た
兵
士
二
人
と

出
会
う
。
兵
士
は
今
は
「
入
り
口
」
が
開
い
て
い
る
が
、
中
に
入
る
か
と
カ
フ

カ
に
問
い
、
カ
フ
カ
は
中
に
会
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
人
が
い
る
と
答
え
、
森

の
奥
に
入
る
。
佐
伯
さ
ん
と
再
会
し
た
カ
フ
カ
は
「
あ
な
た
は
僕
の
お
母
さ
ん

な
ん
で
す
か
？
」（
一
四
六
頁
）、「
お
母
さ
ん
、
僕
は
あ
な
た
を
ゆ
る
し
ま
す
」

（
一
四
七
頁
）
と
告
げ
、
母
か
ら
捨
て
ら
れ
た
ト
ラ
ウ
マ
を
回
復
さ
せ
る
。
そ

の
後
、佐
伯
さ
ん
は
自
ら
の
腕
を
刺
し
て
流
れ
た
血
を
カ
フ
カ
に
飲
ま
せ
る
が
、

そ
れ
は
暴
力
の
象
徴
だ
っ
た
血
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
愛
の
継
承
に
変
わ
っ
た
こ

と
を
印
象
づ
け
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
血
を
飲
ま
せ
る
演
出
は
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
版

に
な
い
、
蜷
川
が
加
え
た
演
出
で
あ
る
。）

16
（

血
を
飲
む
場
面
は
原
作
に
描
か
れ
て

お
り
、
原
作
に
対
す
る
深
い
理
解
の
反
映
と
言
え
よ
う
。
更
に
、
二
人
の
和
解

場
面
⑲
、
軽
薄
だ
っ
た
青
年
は
「
ナ
カ
タ
さ
ん
は
俺
っ
て
い
う
人
間
を
変
え
ち

ま
っ
た
」（
一
三
六
頁
）
と
ナ
カ
タ
さ
ん
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、「
い
ろ
ん

な
こ
と
が
前
と
は
違
う
風
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ぜ
ん
ぶ
ナ
カ
タ
さ
ん
の

お
か
げ
だ
よ
。
俺
は
だ
ん
だ
ん
ナ
カ
タ
さ
ん
の
目
を
通
し
て
世
界
を
見
る
よ
う

に
な
っ
て
た
ん
だ
」（
一
三
七
頁
）
と
続
け
る
が
、
こ
の
意
味
は
大
き
い
。
舞

台
版
の
ナ
カ
タ
さ
ん
は
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
場
面
に
お
け
る
暴
力
や
「
戦
争
」
表
象

を
背
負
っ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
背
景
を
青
年
が
受
け
入
れ
た
と
い
う
意
味
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。
ナ
カ
タ
パ
ー
ト
は
青
年
が
成
長
し
た
姿
を
見
せ
た
後
、
ナ

カ
タ
さ
ん
が
静
か
に
亡
く
な
る
場
面
で
終
わ
る
。
間
接
的
な
形
で
戦
争
の
問
題

と
向
き
合
う
こ
と
で
、
一
人
の
青
年
が
成
長
す
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
壮
烈
山
崎
軍
神
部
隊
」
の
意
図
と
し
て
看
過
で
き
な
い
も
の
は
、

戦
死
者
が
「
玉
砕
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
利
用
さ
れ
て
ゆ
く
悲
劇
性
で
あ
る
。
舞

台
版
で
削
除
さ
れ
た
が
、
原
作
の
ナ
カ
タ
さ
ん
の
運
命
と
重
な
る
か
ら
で
あ

る
。
ナ
カ
タ
さ
ん
は
カ
フ
カ
の
代
わ
り
に
ジ
ョ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
を
殺
す

だ
け
で
な
く
、
死
体
と
な
っ
て
も
ジ
ョ
ニ
ー
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
「
入
り
口
の
石
」

に
た
ど
り
着
く
た
め
の
通
路
に
利
用
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
一
つ
の
強
大
な
力
を

持
つ
シ
ス
テ
ム
に
利
用
さ
れ
て
い
る
点
が
重
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
原
作
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
す
る
警
鐘
を
よ
り
強
調
し
、
そ
の
悲
劇
性
を
高
め
た
表
現

と
な
り
得
て
い
る
。

こ
の
場
面
の
「
戦
争
」
表
象
は
原
作
に
も
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
版
に
も
舞
台
版
に
も

な
い
、
蜷
川
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
演
出
で
あ
る
。
蜷
川
は
第
一
幕
の
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
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第
二
幕
⑮
カ
フ
カ
　
父
は
あ
な
た
を
愛
し
て
た
け
ど
、
あ
な
た
を
取
り
戻

せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
も
、
最
初
か
ら
一
度
だ
っ
て
、
本
当
に

あ
な
た
を
自
分
の
も
の
に
で
き
た
こ
と
な
ん
て
な
か
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
父
に
は
そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
た
ん
で
す
。
だ

か
ら
死
の
う
と
思
っ
た
。
だ
か
ら
父
は
自
分
の

│
そ
し
て
あ0

な
た
の

0

0

0

│
息
子
に
自
分
を
殺
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
、

僕
の
こ
と
で
す
…
…
。
こ
れ
は
仮
説
で
す
け
ど
。（
一
一
七
〜

一
一
八
頁
）

原
作
で
は
猫
を
殺
し
、
魂
を
集
め
、
強
大
な
力
を
持
つ
「
ひ
と
つ
の
シ
ス
テ

ム
」
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
ジ
ョ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
の
目
的
で
あ
る
（
原

作
下    

三
六
四
〜
三
六
五
頁
）。
自
ら
の
死
も
「
笛
」
を
作
る
た
め
の
場
所
に

行
く
と
い
う
目
的
が
あ
る
。
舞
台
版
は
、
ジ
ョ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
が
シ
ス

テ
ム
を
作
り
上
げ
る
野
望
を
語
る
「
カ
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
少
年
」
の
章
が
全
て

削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ジ
ョ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
の
猫
殺
し
は
魂

を
刈
り
入
れ
る
だ
け
の
目
的
の
な
い
不
条
理
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
終
わ
り

の
な
い
作
業
に
ジ
ョ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
は
う
ん
ざ
り
し
て
お
り
、
死
は
空

し
さ
か
ら
逃
れ
る
た
め
と
語
っ
て
い
る
。
第
二
幕
で
は
、
ジ
ョ
ニ
ー
・
ウ
ォ
ー

カ
ー
が
佐
伯
さ
ん
に
愛
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
猫
の
虐
殺
を
繰
り
返
し
、

生
き
る
意
味
を
見
失
い
、
死
を
望
む
男
と
語
ら
れ
て
い
る
。
善
悪
を
超
え
た
シ

と
合
わ
せ
、
戦
争
や
暴
力
の
場
面
で
多
く
登
場
し
て
き
た
「
雷
」
が
消
え
、
静

か
な
「
雨
」
が
降
る
場
面
で
終
幕
す
る
。
こ
の
よ
う
に
カ
フ
カ
の
心
の
再
生
と

い
う
大
団
円
で
本
作
は
終
了
す
る
が
、
解
決
し
て
い
な
い
モ
チ
ー
フ
も
存
在
す

る
。
そ
れ
は
閉
じ
ら
れ
な
い
「
入
り
口
」
で
あ
る
。

原
作
で
は
ナ
カ
タ
さ
ん
の
死
後
、ナ
カ
タ
さ
ん
の
死
体
を
通
し
て
ジ
ョ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
が
「
入
り
口
の
石
」
に
近
づ
き
、
星
野
青
年
が
そ
れ
を
阻
止
す
る

た
め
に
「
入
り
口
の
石
」
を
閉
じ
る
と
い
う
展
開
が
あ
る
が
、
舞
台
版
で
は
全

て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
入
り
口
」
は
明
確
に
閉
じ
ら
れ
た
記
述

が
な
く
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
ジ
ョ
ニ
ー
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
像
が
変
化
し
て
い
る
。

第
一
幕
㉗
ジ
ョ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
　
君
に
し
て
も
ら
い
た
い
の
は
、
私

を
殺
す

0

0

こ
と
だ
。（
引
用
者
注
　
傍
点
原
文
に
あ
り
。以
下
同
様
）

ナ
カ
タ
　
ナ
カ
タ
が
ジ
ョ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
さ
ん
を
殺
す
の
で
あ
り

ま
す
か
？

ジ
ョ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
　
そ
の
と
お
り
。
正
直
言
っ
て
、
私
は
こ
の

人
生
に
う
ん
ざ
り
し
て
る
ん
だ
。
猫
を
次
か
ら
次
へ
の
殺
し
て

い
っ
て
そ
の
魂
を
刈
り
入
れ
る
。
永
遠
に
そ
の
繰
り
返
し
だ
。

も
う
た
く
さ
ん
だ
！
　
だ
が
す
べ
て
は
も
う
決
ま
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
で
、
自
分
で
自
分
の
命
を
断
つ
こ
と
も
で
き
ん
。

死
に
た
き
ゃ
誰
か
に
殺
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
ん
だ
。
そ
こ
で

君
の
出
番
と
い
う
わ
け
だ
。（
五
八
〜
五
九
頁
）
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閉
じ
ら
れ
な
い
「
入
り
口
」
は
、
無
限
の
物
語
の
可
能
性
を
生
み
出
す
。

お
わ
り
に

舞
台
「
海
辺
の
カ
フ
カ
」
は
、
第
一
幕
の
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
場
面
で
現
在
と
過

去
の
暴
力
が
共
鳴
し
合
う
様
を
描
き
出
し
、
過
去
の
暴
力
や
戦
争
が
現
在
進
行

形
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
た
。
第
二
幕
の
中
盤
で
は
無
意
味
な
玉
砕

や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
利
用
さ
れ
る
悲
劇
性
を
背
負
っ
た「
壮
烈
山
崎
軍
神
部
隊
」

が
流
さ
れ
、
現
在
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
戦
争
や
過
去
の
問
題
と
向

き
合
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
第
二
幕
終
盤
で
は
カ
フ
カ
の
ト
ラ
ウ

マ
の
解
決
と
い
う
大
団
円
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
と
と
も
に
「
入
り
口
」
が
閉
じ

ら
れ
な
い
含
み
を
持
た
せ
、
戦
争
・
暴
力
の
問
題
は
こ
れ
か
ら
も
考
え
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
問
題
提
起
し
て
い
る
。
ま
た
、
ナ
カ
タ
章
の
最
後
を
削
除

し
、
愛
の
問
題
に
焦
点
化
す
る
こ
と
で
、
観
客
の
身
近
な
問
題
に
引
き
つ
け
や

す
く
し
、
異
世
界
の
扉
は
誰
の
前
に
も
あ
ら
わ
れ
、
問
題
を
解
決
し
た
り
、
深

め
た
り
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。

原
作
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
は
小
森
陽
一
氏
の
論
）
17
（

に
顕
著
な
よ
う
に
、
歴
史
性

に
関
し
て
認
識
の
甘
さ
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
に

限
ら
ず
、
歴
史
に
関
与
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
村
上
文
学
は
多
く
批
判
さ
れ
る
。

そ
れ
は
村
上
の
限
界
と
も
言
え
る
面
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

舞
台
「
海
辺
の
カ
フ
カ
」
の
よ
う
に
、
別
の
表
現
者
が
村
上
テ
ク
ス
ト
に
お
い

て
足
り
な
か
っ
た
面
を
補
い
、
原
作
以
上
の
表
現
を
描
き
出
す
こ
と
は
可
能
で

ス
テ
ム
を
作
る
た
め
、
巨
大
な
悪
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
原
作
の
ジ
ョ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
像
に
比
べ
る
と
、
舞
台
版
の
ジ
ョ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
は
愛
に

破
れ
た
哀
れ
な
男
で
あ
り
、
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
点
は
否
め
な
い
。
し

か
し
、本
稿
で
は
、「
入
り
口
」
が
閉
じ
ら
れ
て
い
な
い
点
や
ジ
ョ
ニ
ー
・
ウ
ォ
ー

カ
ー
像
の
変
化
で
生
ま
れ
る
別
の
解
釈
を
提
示
し
て
み
た
い
。

一
点
目
、
本
作
で
は
カ
フ
カ
の
問
題
の
解
決
は
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
他
の
モ

チ
ー
フ
の
全
て
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
戦
争
と
暴
力
へ
の
警
鐘
は
本
作

の
柱
で
あ
り
、
戦
争
か
ら
逃
げ
出
し
た
二
人
の
兵
隊
は
森
の
「
入
り
口
」
で
今

で
も
彷
徨
い
続
け
て
い
る
。「
入
り
口
」が
閉
じ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、暴
力
や「
戦

争
」
の
忘
却
の
問
題
が
簡
単
に
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
表
し
、
こ
れ

か
ら
も
考
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
解
釈
で
あ
る
。

二
点
目
、「
入
り
口
」
が
明
確
に
閉
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
「
入

り
口
」
は
開
い
て
お
り
、他
の
人
物
が
異
界
に
入
る
可
能
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・

エ
ン
デ
の
『
は
て
し
な
い
物
語
』
の
よ
う
に
、
閉
じ
ら
れ
な

い
「
入
り
口
」
を
巡
っ
て
、
物
語
は
無
限
の
広
が
り
を
見
せ
る
と
言
い
換
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
舞
台
版
が
愛
に
焦
点
化
さ
れ
た
こ
と
を
好
意
的
に
解
釈
す
る
な

ら
ば
、
本
作
が
描
い
て
き
た
愛
の
物
語
は
、
原
作
の
邪
悪
な
シ
ス
テ
ム
へ
の
対

抗
と
い
う
物
語
よ
り
も
、
観
客
の
身
近
な
問
題
に
敷
衍
で
き
る
。
つ
ま
り
、
身

近
な
愛
の
問
題
に
す
る
こ
と
で
、「
入
り
口
の
石
」
は
誰
の
前
（
観
客
）
に
も

現
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
闇
を
解
決
し
た
り
、
逆
に
深
め
た
り
す
る
扉
と
な
り
う
る
。
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（
一
六
三
頁
）

注
６
　
溝
口
め
ぐ
み
「
平
成
24
年
度
兵
庫
県
立
図
書
館
企
画
展
示
関
連
講
座
　『
海
辺
の

カ
フ
カ
』
原
作
と
舞
台
の
間
」（h

ttps://w
w

w
.library.pref.h

y
og

o.lg
.jp/even

t/

even
t2012/u

m
ibe.pdf

）

注
７
　
注
６
に
同
じ
。
一
三
頁

注
８
　
注
６
に
同
じ
。
一
六
頁

注
９
　
二
〇
一
九
年
九
月
十
日
に
回
答
頂
い
た
。
以
下
引
用
す
る
「
タ
イ
ト
ル
「
壮
烈
山

崎
軍
神
部
隊
」
／
ア
ル
バ
ム
タ
イ
ト
ル
「
歌
謡
で
辿
る
昭
和
の
痕
跡
　
軍
歌
戦
時

歌
謡
大
全
集
７
」
／
作
曲
者
　
東
　
辰
三
　
演
奏
者
　
貴
島
正
一
／
レ
コ
ー
ド
会
社    

V
ictor  C

D
 n

o.  T
O

C
P

-58107

」。
歌
詞
の
引
用
は
『
戦
後
50
周
年
企
画
歌
謡
で
辿

る
昭
和
の
痕
跡
　
軍
歌
戦
時
歌
謡
大
全
集
』
の
歌
詞
集
七
六
頁

注
10
　
辻
田
真
佐
憲
『
日
本
の
軍
歌
　
国
民
的
音
楽
の
歴
史
』（
幻
冬
舎
新
書    

二
〇
一
四
）、
長
田
暁
二
『
戦
争
が
遺
し
た
歌
』（
全
音
楽
出
版
社
　
二
〇
一
五
）、

大
野
敏
明
『
軍
歌
と
日
本
人
　
国
民
を
鼓
舞
し
た

197
曲
』（
産
経
新
聞
出
版    

二
〇
一
九
）
を
参
照
し
た
が
、「
壮
烈
山
崎
軍
神
部
隊
」
の
記
述
は
な
か
っ
た
。

注
11
　『
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
五
）
の
記
載
を
以
下
に

記
す
。「
四
三
年
五
月
十
二
日
、米
軍
は
米
領
奪
回
と
キ
ス
カ
島
孤
立
を
ね
ら
っ
て
ア
ッ

ツ
島
の
三
ヵ
所
に
陸
軍
第
七
師
団
一
万
一
千
人
を
上
陸
さ
せ
た
。
日
本
軍
守
備
隊（
陸

軍
北
海
守
備
隊
第
二
地
区
隊
と
若
干
の
海
軍
部
隊
）
二
千
六
百
五
十
人
は
、
米
軍
側

に
戦
死
六
百
人
、
戦
傷
千
二
百
人
の
損
害
を
与
え
た
が
、
重
砲
や
戦
車
を
も
た
な
い

守
備
隊
は
次
第
に
圧
迫
さ
れ
た
。
大
本
営
は
当
初
の
ア
ッ
ツ
確
保
か
ら
十
八
日
に
は

放
棄
へ
と
方
針
を
転
換
し
、
濃
霧
な
ど
の
悪
天
候
に
も
わ
ざ
わ
い
さ
れ
て
増
援
も
撤

退
も
な
さ
れ
な
い
ま
ま
で
守
備
隊
は
全
滅
し
た
（
生
存
者
は
捕
虜
の
二
十
八
人
）。
大

本
営
は
同
島
の
全
滅
を
は
じ
め
て
「
玉
砕
」
と
発
表
し
、
守
備
隊
長
山
崎
保
代
陸
軍

大
佐
は
二
階
級
特
進
の
う
え
「
軍
神
」
と
さ
れ
た
」（
ア
ッ
ツ
島
の
戦
」）、「
こ
の
戦

い
は
大
和
魂
の
発
露
で
あ
る
「
玉
砕
」
と
し
て
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
を
は
じ
め
と
す
る

あ
る
。
リ
ン
ダ
・

ハ
ッ
チ
オ
ン
が
「
翻
案
さ
れ
な
け
れ
ば
あ
り
え
な
か
っ
た

よ
う
な
第
二
の
生
を
与
え
、前
の
作
品
を
生
か
し
続
け
る
」）

18
（

と
述
べ
る
よ
う
に
、

ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
舞
台
「
海
辺
の
カ
フ
カ
」
に
お
け
る
戦
争
表
象
が
原
作
を
凌
駕

す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
有
す
と
考
え
た
が
、
そ
れ
が
蜷
川
テ
ク
ス
ト
の
一
貫
し

た
テ
ー
マ
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
調
査
が
及
ば
な
か
っ
た
。
本
稿
と
関
わ
り
を

持
つ
で
あ
ろ
う
蜷
川
の
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
と
の
比
較
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注注
１
　
二
〇
一
九
年
九
月
二
一
日
に
Ｂ
Ｓ
４
Ｋ
で
一
回
放
映
さ
れ
た
が
、
４
Ｋ
は
視
聴
が

限
ら
れ
て
い
る
。

注
２
　
リ
ン
ダ
・
ハ
ッ
チ
オ
ン
『
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
』（
晃
洋
書
房
　
二
〇
一
二    

四
二
頁
）

注
３
　「
蜷
川
幸
雄
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〈
前
編
〉『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
に
つ
い
て
」

（h
ttps://en

g
ekisen

g
en

.com
/g

en
re/play

/1098/ 2015.07.09

）

注
４
　
注
３
に
同
じ
（「
ペ
ー
ジ
が
め
く
ら
れ
る
っ
て
感
じ
を
舞
台
で
出
し
た
か
っ
た
」）。

注
５
　
平
塚
隼
介
「
誌
上
採
録
　
ハ
ル
キ
を
め
ぐ
る
読
み
の
冒
険
５
」（『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

講
座
　
英
語
で
読
む
村
上
春
樹
』
二
〇
一
五
・
一
一
）「
ま
た
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
の

舞
台
の
一
番
の
特
徴
が
場
面
転
換
な
ん
で
す
が
、
こ
の
場
面
転
換
を
す
る
黒
子
の
よ

う
な
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
や
『
１
Ｑ
８
４
』
の
リ
ト
ル
・

ピ
ー
プ
ル

に
見
え
た
と
い
う
お
客
様
の
感
想
が
あ
っ
た
り
、『
ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク
』
の
語
り
方

を
視
覚
化
し
た
ら
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
個
人
的
に
も
思
っ
た

り
し
て
、
モ
チ
ー
フ
や
語
り
口
は
必
ず
し
も
似
て
い
な
い
作
品
ど
う
し
に
も
、
実

は
何
か
つ
な
が
り
が
見
い
だ
せ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
」
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（
画
像
　
上
演
台
本
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
表
紙
）

―
や
ま
ね
・
ゆ
み
え
、
山
口
大
学
准
教
授
（
特
命
）
―

メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
報
じ
ら
れ
た
。
四
三
年
九
月
東
京
都
美
術
館
（
上
野
）
で
開
催

さ
れ
た
「
決
戦
美
術
展
」
に
て
公
開
さ
れ
た
藤
田
嗣
治
の
「
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
」（
東
京

国
立
近
代
美
術
館
）
の
強
大
な
戦
争
画
は
有
名
で
あ
る
」（「
山
崎
保
代
」）。

注
12
　
引
用
は
『
ろ
ま
ん
燈
籠
』（
新
潮
文
庫
　
一
九
八
三
）
よ
り
。
ペ
ー
ジ
数
は
本
文
中

に
記
す
。

注
13
　
夏
堀
全
弘
『
藤
田
嗣
治
芸
術
試
論
』（
三
好
企
画
　
二
〇
〇
四
　
三
二
二
〜
三
二
三
頁
）

注
14
　
辻
田
真
佐
憲
『
日
本
の
軍
歌
　
国
民
的
音
楽
の
歴
史
』（
幻
冬
舎
新
書
　
二
〇
一
四

　
四
頁
）

注
15
　
矢
沢
俊
樹
「
米
州F

ron
tlin

e
　
硫
黄
島
・

ア
ッ
ツ
島
…
遺
骨
帰
還
へ
の
果
て
し

な
い
道
」（『
日
本
経
済
新
聞
電
子
版
』
二
〇
一
二
年
四
月
二
七
日
）h

ttps://w
w

w
.

n
ikkei.com

/article/D
G

X
N

A
S

G
M

2401R
_W

2A
420C

1000000/

注
16
　『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
講
座
　
英
語
で
読
む
村
上
春
樹
』
二
〇
一
五
・
一
一
）「
翻
訳
と
い

う
よ
り
は
脚
本
を
変
え
た
シ
ー
ン
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
蜷
川
さ
ん
は
基
本
的
に
は
脚

本
に
書
い
て
あ
る
こ
と
は
守
る
、
書
い
て
な
い
こ
と
は
自
由
に
や
る
と
い
う
ス
タ
ン

ス
な
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
加
え
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
シ
ー
ン
と
い
う
の
が
２

つ
あ
り
、
１
つ
は
ナ
カ
タ
さ
ん
が
空
か
ら
魚
を
降
ら
す
シ
ー
ン
で
す
。
も
う
１
つ
は
、

台
詞
は
ま
っ
た
く
加
え
て
い
な
い
の
で
す
が
、
原
作
の
最
後
の
、
カ
フ
カ
が
自
分
の

母
親
か
も
し
れ
な
か
っ
た
佐
伯
さ
ん
か
ら
血
を
受
け
る
と
い
う
シ
ー
ン
も
非
常
に
印

象
的
な
形
で
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
」（
一
五
八
頁
）

注
17
　
小
森
陽
一
『
村
上
春
樹
論
　
海
辺
の
カ
フ
カ
を
精
読
す
る
』（
平
凡
社
新
書    

二
〇
〇
六
）

注
18
　
リ
ン
ダ
・
ハ
ッ
チ
オ
ン
『
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
』（
晃
洋
書
房
　
二
〇
一
二    

二
一
九
頁
）

＊
引
用
は
、
上
演
台
本
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』（
ホ
リ
プ
ロ
蔵
　
奥
付
な
し
）、
村
上
春
樹
『
海

辺
の
カ
フ
カ
』（
上
・
下
　
新
潮
社
　
二
〇
一
二
）
に
よ
る
。
傍
線
は
私
に
付
し
た
。


